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事務所は大莞コミセンにあります
ルリーロ福岡の選手・スタッフが
イベントや事業をお手伝いします‼
お気軽にご相談ください。
●問い合わせ、ご相談はこちらまで　
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ASE 大木町　

ookimachi-info@leriro-fukuoka.com　

昨年 11 月、12 月も町内イベントに参加させてもらいました。
紙面以外でも幼・保育園でのラグビー体験会やクリスマス会、障がいのある人
たちとの運動交流などにも参加しました。

町民綱引き大会
  今年はスポーツ推進委員さんとの合
同チームでエキシビジョンマッチに望み
ました。大木町の綱引き、本当にレベ
ルが高いです。来年こそは、大型選
手を連れてがんばります。

さるこいフェスタ

ミライキッズ
子ども体力測定会

  リアカー隊として参加しました。町内
をとても楽しく回ることができました。
地域の皆さんや参加した子どもたちと
たくさん交流できました。

  町スポーツ協会が初めて実施した体
力測定会。一緒にラグビー体験会も
行いました。祐誠高校からたくさんの
ボランティアが駆けつけてくれました。

 農業体験会を開催 ～事業承継、産地維持の課題解決へ向けて～

　地域おこし協力隊としての交流を通じて、労働力不足や
事業継承問題を抱えた事業所や農家の皆さんが多くいるこ
とを知りました。そこで今回、事業所や農家という職業が、
これから就職先を見つける大学生の選択肢の１つになるよう
な職業体験会を開催することとしました。
　昨年 12 月２日、４日に JA いちご部会の協力を得て、い
ちご農家の末永さん、立石さんのもとで農業体験会を行い
ました。農作業の体験や農家の生の声を聞かせていただき
ました。また、JA 全農ふくれんの青果パックセンターでいち

ごや柿の選別梱包などを体験させていただきました。
　参加した学生からは、就業先としての「農業」に触れる
ことができただけでなく、普段なにげなく口にしていた農作物
が消費者に届くまでの過程を知れたことで「食への感謝」
を強く感じるようになりましたといった感想も聞けました。
  後継者問題は一朝一夕に解決できるものではありません
が、体験会を通じて大木町の農業ファンを増やすことができ
たような気がします。
　今回協力いただいた JA いちご部会の北原さん、いちご

農家の末永さんと立石さん、青果パッ
クセンターの皆さん、本当にありがとう
ございました。


